
虎ノ門ニュース(2021年6月1日 DHCテレビ)
軍縮は地獄の入口。平和を守るのは言葉ではなく抑止力

6月4日に放送された虎ノ門ニュースにウクライナ出身のナザレンコ・アンド
リー氏が出演し『軍縮は地獄の入口。平和を守るのは言葉ではなく抑止力』
と訴えた。
ナザレンコ氏は「軍縮は地獄の入口。ウクライナはソ連から独立時に『も

う戦争は起きない』と平和ボケし軍事費を福祉にまわすために“ウクライナ
を守ると言った核をロシアに譲渡&軍隊を100万から20万人に軍縮”したら
ロシアはウクライナに侵略してきて領土の一部を占領してきた」とウクライ
ナで起きたことを例にし日本の野党や左派が主張する軍縮論は間違ってると
指摘。また「中国に侵略されても『“野蛮なことは止めて!”と言えば戦争が
止まる』と主張するコメンテーターがいたが、他国に侵略されると日常的な
生活をしてる町もいきなり爆撃される」と話合いでは戦争は止まらないと訴
えた。
その上で、「日本は米軍に守られてるが米軍は日本人の代わりに戦わない。

色んな約束をしていても戦争が起きたら国際社会は口だけで具体的協力は殆
どしない。平和を守るのは言葉ではなく抑止力と理解すべきで、相手に約束
を守らせる力がないと相手は約束を守らない。平和ボケしてる左派の意見で
はなく他国の実例を見るべき」と机上の空論ではなく現実に目を向けるべき
と語った。
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同様のことを与党議員がやったら議員辞職を求めるのでは？
他党には厳しく、身内には激アマで処分すら出さない立憲民主党は恥を知るべき。


